
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・例えば、回送の入区が運休した場合に、後行路に支障がなければ臨時の回送を充当するなどしている。

労働時間Ａ＋労働時間Ｂができるだけ同じになるようにしている。異常時の変更路は発生する。 
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・2018 年頃の輸送混乱時に新青森で車掌がいなく回らなくなったことを教訓に、余裕を持たせたいと考

えた。可能な範囲で異常時に強い回しを意識して作成している。 

・異常時のリスク対応と効率性を総合的に勘案して作成しているが、バランスを取るのに苦労している。 

 

 

 

 

・職場にあるシミュレータでは本線乗務の映像はないが、タブレット等のビジュアル教材で共有している。

不安を抱えたまま乗務することがないように、指導と連携し可能な限りフォローする体制にしたい。 

 

・在宅休養時間を確保するために休み前は早い行路が入る傾向がある。泊地・作業内容も考慮し交番順序

を組んでいる。前泊の状況は現場等に確認をしている。行路作成は可能な範囲で配慮していく。 

 

 

・各区所の労働時間のバランスを考慮し、はやぶさを途中で乗り継ぐようにしている。 

・車掌の意見として、列車 1本を 1人で担当するのが良いという声があるのは認識している。仙台新幹線

運輸区は元々乗り継ぎが多い。効率的な運用も勘案して、乗り継ぎが増えている。 

・建物の構造上通路が狭く、防災の観点からも、靴箱を設置することは難しい。できる対応を検討したい。 

・シーツを敷く際に掛け布団を置ける台の設置の要望については、検討していきたい。 

・ユニットバスを設置する計画を考えている。 

・シャワー室の換気が不十分なのは認識しているが対応が難しい。引き続き、できる対応はしていきたい。 


